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（会員は会費に含まれています。）

■
九
州
熊
本
地
震
お
見
舞
い

平
成
28
年
４
月
14
日
以
降
続
い
た
九
州
・
熊

本
群
発
地
震
に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
共
に
、
被
災
者
の
皆

様
に
衷
心
よ
り
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
震
被
害
か
ら
の
速
や
か
な
御
快
復
、
御
復
興

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

■
震
災
お
見
舞
い
御
礼

こ
の
度
の
「
熊
本
地
震
」（
平
成
28
年
４
月

14
日
・
16
日
震
度
７
）
に
つ
き
ま
し
て
、
全
市

連
市
川
会
長
様
始
め
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
か

ら
早
々
と
〝
ご
心
配
の
メ
ー
ル
・
電
話
・
Ｆ
ａ

ｘ
〟〝
支
援
物
資
〟〝
義
援
金
〟
等
を
頂
き
、
感

謝
に
耐
え
ま
せ
ん
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
余
震
が
収
ま
ら
ず
、
気

象
庁
も
今
後
に
つ
い
て
は
〝
ハ
ッ
キ
リ
分
か
ら

な
い
〟
と
の
報
道
（
心
配
を
増
幅
さ
せ
て
お
り

ま
す
）。
近
県
（
大
分
県
な
ど
）
も
被
害
が
あ

る
よ
う
で
す
が
、
オ
ー
ル
熊
本
・
オ
ー
ル
九
州

の
復
活
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
ご
恩
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
。

九
州
木
材
市
場
連
合
会
・
熊
本
県
木
材
市
場

連
合
会
：
会
長
／
佐
藤
耕
三（
肥
後
木
材
㈱
）・

副
会
長
／
島
村
武
（
熊
本
木
材
㈱
）・
山
口
登

北
出
満
（
三
重
県
）、
小
松
亮
介
（
東
京
都
）、

佐
々
木
翔
太（
宮
城
県
）、佐
藤
泰
彰（
福
島
県
）、

佐
野
雅
樹
（
東
京
都
）、塩
塚
（
渡
辺
）
真
吾
（
東

京
都
）、
清
水
亮
多
（
埼
玉
県
）、
庄
司
良
（
山

梨
県
）、
白
澤
昭
（
東
京
都
）、
鈴
木
邦
彦
（
福

島
県
）、
鈴
木
健
（
宮
城
県
）、
高
柳
政
弘
（
富

山
県
）、
竹
野
輝
之
（
埼
玉
県
）、
田
中
徹
（
大

阪
府
）、
戸
田
ひ
ろ
み
（
新
潟
県
）、
都
丸
和
紀

（
東
京
都
）、
富
永
好
郎
（
千
葉
県
）、
内
藤
公

雄
（
千
葉
県
）、
中
野
修
二
（
兵
庫
県
）、
中
村

一
馬
（
大
阪
府
）、
中
村
紳
一
郎
（
東
京
都
）、

中
山
正
規
（
香
川
県
）、難
波
正
夫
（
岡
山
県
）、

西
岡
敏
郎
（
東
京
都
）、西
川
貴
章
（
大
阪
府
）、

野
崎
晃
次（
宮
城
県
）、長
谷
井
勝
年（
岡
山
県
）、

早
川
輝
稔
（
東
京
都
）、早
川
秀
輝
（
福
島
県
）、

早
田
智
（
山
口
県
）、
廣
江
良
行
（
岡
山
県
）、

松
永
紳
吾
（
東
京
都
）、
松
本
凛
（
京
都
府
）、

三
浦
幸
恵
（
福
島
県
）、水
野
雅
夫
（
岐
阜
県
）、

都
賢
太
郎
（
大
分
県
）、村
崎
友
彦
（
広
島
県
）、

村
田
志
都
（
大
阪
府
）、森
原
規
之
（
広
島
県
）、

八
木
良
道
（
大
阪
府
）、安
池
淳
二
（
東
京
都
）、

山
﨑
雄
市
（
東
京
都
）、山
本
哲
也
（
千
葉
県
）、

横
瀬
定
光
（
埼
玉
県
）、吉
冨
雄
基
（
山
口
県
）、

和
才
八
重
子（
福
岡
県
）、渡
辺
国
一（
埼
玉
県
）。

■
27
年
全
市
連
会
長
賞
を
決
定

平
成
27
年
度
全
市
連
功
労
者
表
彰
に
つ
い
て

は
、
各
支
部
か
ら
候
補
者
の
推
薦
を
頂
き
、
３

月
７
日
（
月
）
に
開
催
し
た
全
市
連
功
労
者
表

彰
審
査
選
考
委
員
会
（
正
副
会
長
・
支
部
長
で

構
成
）
で
、
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。
５
月
16

日
（
月
）
開
催
の
第
61
回
総
会
・
東
京
大
会
の

席
上
で
表
彰
状
を
贈
呈
す
る
。受
賞
者
の
皆
様
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。以
下
敬
称
略
。

［
東
北
］
門
脇
ゆ
か
（
ナ
イ
ス
株
式
会
社　

宮

城
市
場
）、［
関
東
北
］
石
渡
悟
志
（
南
東
北
木

材
株
式
会
社
）、
加
藤
一
郎
（
株
式
会
社
茨
城

木
材
相
互
市
場
）、
山
口
浩
司
（
千
葉
県
木
材

市
場
協
同
組
合
）、［
関
東
］
笠
原
美
穂
（
ナ
イ

ス
株
式
会
社
前
橋
市
場
）、
近
藤
藤
嗣
（
株
式

会
社
コ
ン
ド
ウ
住
販
）、
矢
崎
実
（
矢
崎
木
材

工
業
株
式
会
社
）、
岸
繁
男
（
ナ
イ
ス
株
式
会

社
）、志
村
敏
明
（
株
式
会
社
横
浜
連
合
木
材
）、

府
川
貴
志
（
株
式
会
社
横
浜
連
合
木
材
）、［
東

海
］
亀
田
普
二
（
尾
鷲
木
材
市
場
協
同
組
合
）、

［
近
畿
］
三
輪
義
行
（
株
式
会
社
大
阪
木
材
相

互
市
場
）、
寺
田
真
紀
（
株
式
会
社
大
阪
木
材

相
互
市
場
）、［
中
国
］
落
合
晃
（
株
式
会
社
出

雲
木
材
市
場
）、
山
根
典
明
（
株
式
会
社
出
雲

木
材
市
場
）、
山
田
明
弘
（
真
庭
木
材
市
売
株

式
会
社
）、
植
田
春
夫
（
真
庭
木
材
市
売
株
式

会
社
）、［
四
国
］
加
藤
浩
一
（
ナ
イ
ス
株
式
会

社
香
川
営
業
所
）、
菊
地
唯
司
（
株
式
会
社
宇

和
原
木
市
場
）、［
九
州
］
松
田
義
信
（
北
九
州

木
材
市
場
協
同
組
合
）、
大
歳
依
子
（
北
九
州

木
材
市
場
協
同
組
合
）、
寺
山
修
一
（
大
分
県

木
材
協
同
組
合
連
合
会
）、
榎
田
秀
直
（
都
城

原
木
市
場
株
式
会
社
）、［
問
屋
関
係　

愛
知
］

齋
藤
正
隆
（
材
惣
木
材
株
式
会
社
）、
隈
部
雄

一
（
株
式
会
社
ナ
ゴ
ヤ
辻
文
）

■
「
主
要
木
材
の
需
給
見
通
し

（
平
成
28
年
第
2
四
半
期
及
び

第
3
四
半
期
）」
に
つ
い
て

（
林
野
庁
策
定
・
公
表
）

１
．
見
通
し
の
要
点

（
１
）
平
成
28
年
第
２
四
半
期
（
４
～
６
月
）

の
需
要
は
、
国
産
材
製
材
用
丸
太
、
輸
入
丸
太
、

合
板
、
構
造
用
集
成
材
は
前
年
同
期
と
比
べ
増

加
す
る
一
方
、
国
産
材
合
板
用
丸
太
、
輸
入
製

材
品
は
前
年
同
期
に
比
べ
減
少
の
見
通
。

（
２
）
平
成
28
年
第
３
四
半
期
（
７
～
９
月
）

（
㈱
水
俣
木
材
市
場
）・
平
川
勝
（
上
益
城
木
材

事
業
㈿
）・
足
達
勝
徳
（
㈱
人
吉
素
材
流
通
セ

ン
タ
ー
）・
那
須
主
隆
（
湯
前
木
材
事
業
㈿
）

■
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
合
格
者

当
連
盟
は
、
４
月
１
日
（
金
）、「
木
材
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
審
査
委
員
会
」
を
開
催
し
、
今
年
2

月
に
開
催
し
た
「
平
成
27
年
度
木
材
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
養
成
講
習
会
」
の
合
格
者
72
名
を
決
定
し

た
。
委
員
会
に
は
、
日
本
木
材
・
合
板
博
物
館

の
岡
野
健
館
長
（
委
員
長
）
な
ど
講
師
各
位
及

び
当
連
盟
市
川
英
治
会
長
等
が
出
席
し
た
。
合

格
者
の
氏
名
は
、
全
市
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
す
る
。
ま
た
、
問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
、
名

簿
の
提
供
を
行
う
。
合
格
者
は
、
以
下
の
と
お

り
（
敬
称
略
）。
青
野
悟
（
宮
城
県
）、
赤
木
純

一
（
岡
山
県
）、
雨
森
裕
介
（
埼
玉
県
）、
荒
谷

清
史
（
福
井
県
）、
飯
沼
佐
代
子
（
東
京
都
）、

五
十
嵐
隼
（
山
口
県
）、池
内
大
作
（
大
阪
府
）、

池
田
慎
一
（
東
京
都
）、石
原
勝
好
（
愛
知
県
）、

伊
勢
直
人
（
大
阪
府
）、井
上
恵
司
（
大
阪
府
）、

猪
爪
淳
一
（
大
阪
府
）、梅
田
正
続
（
大
阪
府
）、

大
島
伸
一
（
兵
庫
県
）、大
塚
郁
夫
（
東
京
都
）、

大
塚
基
弘
（
岡
山
県
）、大
西
良
洋
（
岡
山
県
）、

岡
崎
孝
哉
（
福
島
県
）、笠
井
智
広
（
山
口
県
）、

加
藤
賢
治
（
埼
玉
県
）、河
合
直
温
（
京
都
府
）、

川
島
優
（
埼
玉
県
）、
菊
地
大
輔
（
宮
城
県
）、

岸
本
光
樹
（
奈
良
県
）、
北
田
大
（
香
川
県
）、
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の
需
要
は
、
国
産
材
製
材
用
丸
太
、
輸
入
丸
太
、

合
板
は
前
年
同
期
に
比
べ
増
加
す
る
一
方
、
国

産
材
合
板
用
丸
太
、
輸
入
製
材
品
、
構
造
用
集

成
材
は
前
年
同
期
と
ほ
ぼ
同
じ
と
な
る
見
通
。

（
３
）
平
成
27
年
度
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、

景
気
の
緩
や
か
な
持
ち
直
し
を
反
映
し
て
前
年

度
に
比
べ
て
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

２
．
意
見
等
の
概
要

（
１
）
経
済
情
勢

・
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、
平
成
26
年
度
は
公

共
投
資
、
輸
出
等
が
プ
ラ
ス
に
寄
与
し
た
が
、

消
費
税
率
引
き
上
げ
前
の
駆
け
込
み
需
要
の
反

動
に
よ
る
個
人
消
費
等
の
冷
え
込
み
が
大
き
く

影
響
し
、
△
１
・
０
％
（
実
績
）
の
成
長
。

・
平
成
27
年
度
は
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
影
響

も
薄
ら
ぎ
、
基
本
的
に
は
緩
や
か
な
持
ち
直
し

が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
た
め
０
・
６
％
の
成
長

と
見
込
ま
れ
る
。

（
２
）
住
宅
着
工

・
平
成
26
年
度
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、
全

体
で
約
８
８
０
千
戸
（
前
年
同
期
比
89
・

２
％
）、
持
家
が
約
２
７
８
千
戸
（
同
78
・

９
％
）、
貸
家
が
約
３
５
８
千
戸
（
同
96
・

９
％
）、
分
譲
一
戸
建
が
約
１
２
４
千
戸
（
同

92
・
８
％
）、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が
約
１
１
０

千
戸
（
同
89
・
０
％
）
で
あ
っ
た
。
持
家
の
着

工
数
が
か
な
り
低
調
。

・
平
成
28
年
１
月
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、

約
６
万
８
千
戸
で
前
年
同
月
比
１
０
０
・
２
％

と
２
ヶ
月
ぶ
り
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。

・
平
成
27
年
度
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
（
見
通

し
）
は
、
対
前
年
比
１
０
３
・
３
％
の
90
万
９

千
戸
と
想
定
。

・
平
成
28
年
度
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
（
見
通

し
）
は
、
対
前
年
比
１
０
２
・
１
％
の
92
万
８

千
戸
と
想
定
。

（
３
）
木
材
輸
出
動
向

・
平
成
27
年
の
１
月
～
12
月
累
計
の
木
材
輸
出

額
は
、
約
２
２
９
億
円
（
対
前
年
同
期
比
１
２

９
％
）
と
平
成
以
降
最
高
額
と
な
っ
た
。
一
方

で
、
平
成
28
年
１
月
の
木
材
輸
出
額
は
約
12
億

円
（
対
前
年
同
月
比
89
・
６
％
）
と
マ
イ
ナ
ス

に
転
じ
た
。

・
品
目
別
に
は
、
丸
太
約
94
億
円
（
対
前
年
同

期
比
１
３
７
％
、
構
成
比
41
％
）、
製
材
品
約

35
億
円
（
同
１
０
４
％
、
同
15
％
）、
合
板
約

30
億
円
（
同
２
２
３
％
、
同
13
％
）
等
。

・
国
別
に
は
、
中
国
約
89
億
円
（
対
前
年
同
期

比
１
３
１
％
、
構
成
比
39
％
）、
韓
国
約
38
億

円
（
同
１
３
２
％
、
同
17
％
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン

約
35
億
円
（
同
１
７
７
％
、
同
15
％
）、
台
湾

約
21
億
円
（
同
１
０
４
％
、
同
９
％
）
等
。

（
４
）
主
要
木
材
需
給
動
向

ア　

国
産
材
（
需
要
（
工
場
入
荷
））

①
製
材
用
丸
太
・
暖
冬
で
降
雪
量
が
少
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、出
材
量
は
増
え
て
き
て
い
る
。

住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利
が
下
が
り
、
平
成
28
年
第

２
四
半
期
、
第
３
四
半
期
と
も
に
前
年
比
増
加

を
期
待
。

②
合
板
用
丸
太
・
南
洋
材
原
木
の
輸
入
量
が
減

少
し
、
国
産
材
へ
の
シ
フ
ト
が
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
平
成
27
年
第
４
四
半
期
は
前
年
同
期

比
で
増
加
。
今
後
は
平
成
28
年
第
１
四
半
期
か

ら
第
３
四
半
期
ま
で
ほ
ぼ
同
水
準
で
推
移
し
、

第
２
四
半
期
は
前
年
比
で
減
少
、
第
３
四
半
期

は
前
年
並
み
の
見
通
。

イ　

米
材

①
丸
太
・
需
要
は
、
堅
調
に
推
移
し
、
平
成
28

年
第
２
四
半
期
、
第
３
四
半
期
と
も
に
ほ
ぼ
前

年
並
み
の
見
通
。
為
替
水
準
と
消
費
税
増
税
の

影
響
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
。・
供
給
に
は
大
手
製
材
メ
ー
カ
ー
の
需
要

に
応
え
る
か
た
ち
で
平
成
28
年
第
２
四
半
期
、

第
３
四
半
期
と
も
前
年
比
で
増
加
の
見
通
。

②
製
材
品
・
需
要
は
、
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
の
稼

働
率
が
低
下
し
、
各
商
社
も
買
付
に
慎
重
な
姿

勢
を
見
せ
て
い
る
た
め
、
平
成
28
年
第
２
四
半

期
は
前
年
比
で
減
少
、
第
３
四
半
期
は
や
や
持

ち
直
し
て
前
年
並
の
見
通
。・
供
給
は
、
各
商

社
の
低
調
な
成
約
を
受
け
、
平
成
28
年
第
２
四

半
期
は
前
年
比
で
減
少
、
第
３
四
半
期
は
や
や

持
ち
直
し
て
前
年
並
み
の
見
通
。

ウ　

欧
州
材（
製
材
品
供
給
）・
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ッ

ド
の
原
木
調
達
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
、
現
地

の
大
手
製
材
工
場
が
減
産
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
平
成
28
年
第
２
四
半
期
、
第
３
四
半
期
と

も
に
前
年
比
で
減
少
の
見
通
。

エ　

南
洋
材

①
丸
太
・
製
材
向
け
の
需
要
は
、
大
き
な
振
れ

は
な
く
平
成
28
年
第
２
四
半
期
、
第
３
四
半
期

と
も
に
前
年
並
み
の
見
通
。・
合
板
向
け
の
需

要
は
、
大
き
な
振
れ
は
な
く
平
成
28
年
第
２
四

半
期
、
第
３
四
半
期
と
も
に
前
年
並
み
の
見

通
。・
供
給
は
、
需
要
に
応
じ
る
か
た
ち
で
推

移
し
、
平
成
28
年
第
２
四
半
期
は
前
年
比
で
減

少
、
第
３
四
半
期
は
前
年
比
で
増
加
の
見
通
。

②
製
材
品
・
需
要
は
、
住
宅
着
工
数
の
増
加
と

公
共
事
業
物
件
を
見
据
え
て
平
成
28
年
第
２
四

半
期
、
第
３
四
半
期
と
も
に
前
年
比
で
増
加
の

見
通
。・
供
給
は
、
大
き
な
変
動
は
な
く
、
平

成
28
年
第
２
四
半
期
、
第
３
四
半
期
と
も
に
前

年
並
み
で
推
移
の
見
通
。

オ　

北
洋
材　

①
丸
太
・
需
要
は
、
平
成
28
年

第
１
四
半
期
は
前
年
比
で
増
加
の
見
込
み
、
こ

の
ま
ま
同
水
準
で
推
移
し
平
成
28
年
第
２
四
半

期
は
前
年
比
で
増
加
、
第
３
四
半
期
は
ほ
ぼ
前

年
比
で
減
少
の
見
通
。・
供
給
は
、フ
ァ
イ
ア
ー

ク
ロ
ー
ジ
ャ
の
時
期
に
米
材
の
出
材
が
減
少
し

た
場
合
の
手
当
と
し
て
引
き
合
い
が
出
る
こ
と

が
予
想
、平
成
28
年
第
２
四
半
期
は
前
年
並
み
、

主要木材の入荷量等の概要

国産材丸太 輸入
丸太

輸入
製材品 合板 構造用

集成材製材用 合板用

26年第 1 四半期
実績

3,123
（107）

746
（103）

1,230
（110）

1,659
（97）

1,647
（104）

564
（112）

26年第 2 四半期
実績

3,108
（101）

871
（109）

1,107
（86）

1,796
（85）

1,676
（100）

565
（95）

26年第 3 四半期
実績

2,839
（100）

752
（101）

862
（86）

1,582
（75）

1,477
（93）

502
（86）

26年第 4 四半期
実績

3,141
（98）

822
（109）

888
（79）

1,393
（79）

1,497
（93）

506
（88）

26年計（実績） 12,211
（101）

3,191
（106）

4,086
（91）

6,430
（84）

6,297
（97）

2,137
（95）

27年第 1 四半期
実績

2,989
（96）

819
（110）

824
（67）

1,454
（88）

1,484
（90）

468
（83）

27年第 2 四半期
実績

2,956
（95）

844
（97）

878
（79）

1,599
（89）

1,375
（82）

508
（90）

27年第 3 四半期
実績

2,747
（97）

782
（104）

755
（88）

1,532
（97）

1,345
（91）

545
（109）

27年第 4 四半期
実績

3,143
（100）

913
（111）

885
（100）

1,547
（111）

1,451
（97）

509
（101）

27年計（実績） 11,835
（97）

3,358
（105）

3,343
（82）

6,132
（95）

5,656
（90）

2,030
（95）

28年第 1 四半期
見込み

3,050
（102）

780
（95）

890
（108）

1,482
（102）

1,433
（97）

500
（107）

28年第 2 四半期
見通し

3,100
（105）

780
（92）

915
（104）

1,485
（93）

1,430
（104）

540
（106）

28年第 3 四半期
見通し

3,200
（117）

790
（101）

815
（108）

1,500
（98）

1,450
（108）

550
（101）

（単位：千㎥ , ％）（括弧内は前年比又は前年同期比）
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第
３
四
半
期
は
前
年
比
で
増
加
の
見
通
。

②
製
材
品
（
供
給
）・
現
地
の
日
本
向
け
製
材

工
場
の
原
木
調
達
が
不
振
、
平
成
28
年
第
２
四

半
期
は
前
年
比
で
減
少
、
第
３
四
半
期
は
や
や

持
ち
直
し
て
前
年
比
で
増
加
の
見
通
。

カ　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
チ
リ
材

①
丸
太
・
需
要
は
、
原
木
価
格
が
強
含
み
、
平

成
28
年
第
２
四
半
期
、
第
３
四
半
期
と
も
に
前

年
比
で
減
少
の
見
通
。・
供
給
は
、
輸
出
回
復

の
期
待
や
産
業
資
材
分
野
で
の
シ
ェ
ア
競
合
が

安
定
化
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年
第
２
四
半

期
、第
３
四
半
期
と
も
前
年
比
で
増
加
の
見
通
。

②
製
材
品
・
需
要
は
、
国
産
材
と
の
競
合
や
在

庫
量
と
の
調
整
か
ら
平
成
28
年
第
２
四
半
期
は

前
年
比
で
減
少
、
第
３
四
半
期
は
前
年
並
み
の

見
通
。・
供
給
は
、
在
庫
過
多
の
状
況
か
ら
購

買
意
欲
が
少
な
く
、
平
成
28
年
第
２
四
半
期
は

前
年
比
で
減
少
、
第
３
四
半
期
は
や
や
持
ち
直

し
て
前
年
比
で
増
加
の
見
通
。

キ　

合
板

①
国
内
製
造
・
需
要
は
消
費
税
増
税
を
見
込
ん

だ
住
宅
販
売
強
化
に
よ
り
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
工

場
並
び
に
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
の
仕
事
量
増
加
が

予
測
、
平
成
28
年
第
２
四
半
期
は
前
年
比
で
増

加
、
第
３
四
半
期
は
同
水
準
で
前
年
並
み
の
見

通
。・
供
給
は
住
宅
用
、
土
木
用
資
材
と
も
需

要
の
拡
大
が
予
測
、
平
成
28
年
第
２
四
半
期
、

第
３
四
半
期
と
も
に
前
年
比
で
増
加
の
見
通
。

②
輸
入
・
需
要
は
、
消
費
税
増
税
に
よ
る
住
宅

及
び
マ
ン
シ
ョ
ン
の
駆
け
込
み
需
要
の
発
生
が

予
測
、
新
年
度
の
公
共
工
事
発
注
に
よ
り
型
枠

合
板
需
要
が
見
込
ま
れ
、
平
成
28
年
第
２
四
半

期
、
第
３
四
半
期
と
も
前
年
比
で
増
加
の
見

通
。・
供
給
は
、
消
費
税
増
税
に
伴
う
需
要
に

応
じ
て
フ
ロ
ア
台
板
を
中
心
に
引
き
合
い
が
出

る
と
予
測
、
平
成
28
年
第
２
四
半
期
、
第
３
四

用
の
徹
底

エ　

望
ま
れ
る
未
利
用
木
質
資
源
の
最
大
活
用

（
２
）
日
本
製
紙
連
合
会　

上
河　

潔　

常
務

「
転
換
期
に
来
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
に
よ
る
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
」

ア　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
に
よ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
の
影
響
・
既
存
用
途
か
ら
の
転
用
・
既
存

用
途
の
価
格
の
高
騰
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

輸
入
増
加
の
可
能
性

イ　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
に
よ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
の
問
題
点
・
規
模
別
に
な
っ
て
い
な
い
売

電
価
格
・
燃
料
調
達
の
確
実
性
・
熱
電
併
用

施
設
の
取
扱

（
３
）
国
産
材
製
材
協
会

　

東
泉
清
寿　

副
会
長

「
現
場
か
ら
見
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
の
現
状
」

ア　
（
株
）
ト
ー
セ
ン
会
社
概
要
・
安
定
供
給

の
た
め
の
「
母
船
式
木
流
シ
ス
テ
ム
」

イ　

森
林
未
利
用
材
と
日
本
の
林
業
・
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
木
材
マ
テ
リ
ア
ル
利
用
フ
ロ
ー
・

世
界
有
数
の
資
源
に
成
長
し
た
日
本
の
森

林
・
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
、
Ｃ
Ｏ
２

の
日
独
比
較

ウ　

那
珂
川
の
実
例
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
・
地
域
熱
利
用
事
業
・
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
か
が
わ
・
バ
イ
オ
マ
ス
・
ホ
フ
た
か

は
ら
・
地
域
熱
利
用
事
業

エ　

国
産
材
資
源
フ
ル
活
用

・
こ
れ
か
ら
の
林
業
の
た
め
に
～
エ
ネ
ル

フ
ォ
ー
レ
50
（
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

軸
と
し
た
50
㎞
産
業
圏
プ
ラ
ン
）

（
４
）
日
本
合
板
工
業
組
合
連
合
会

　

川
喜
多
進　

専
務
理
事

「
合
板
産
業
と
Ｆ
Ｉ
Ｔ
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
に
係
る
原
木
の
安
定
供
給
等
に
つ
い
て
」

半
期
と
も
に
前
年
比
で
増
加
の
見
通
。

ク　

構
造
用
集
成
材
（
供
給
）

①
国
内
製
造
・
低
金
利
政
策
や
消
費
税
増
税
に

対
す
る
駆
け
込
み
需
要
が
予
測
さ
れ
、
平
成
28

年
第
２
四
半
期
は
前
年
比
で
増
加
、
第
３
四
半

期
は
前
年
並
み
の
生
産
量
の
見
通
。

②
輸
入
・
欧
州
大
手
メ
ー
カ
ー
の
生
産
供
給
が

安
定
す
る
と
見
込
ま
れ
、
平
成
28
年
第
２
四
半

期
、
第
３
四
半
期
と
も
前
年
比
増
加
の
見
通
。

第
３
四
半
期
は
過
剰
供
給
気
味
も
予
想
。

■
「
桜
を
見
る
会
」
開
催

平
成
28
年
４
月
９
日
、
安
倍
総
理
は
、
東
京

都
内
の
新
宿
御
苑
で
桜
を
見
る
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

当
連
盟
か
ら
は
、
市
川
英
治
会
長
が
招
待
さ

れ
、
出
席
し
ま
し
た
。

安
倍
総
理
は
、
招
待
者
を
前
に
、
概
略
、
次

の
よ
う
に
挨
拶
し
ま
し
た
。

「
私
に
と
っ
て
５
回
目
の
会
と
な
り
ま
す
が
、

今
ま
で
桜
の
花
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
桜
の
散
る

の
を
見
る
会
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
今
年
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
も
最
後
一
分
く

ら
い
ま
だ
粘
っ
て
お
り
、
八
重
桜
は
、
だ
い
た

い
七
分
咲
き
ぐ
ら
い
。
両
方
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
今
ま
で
な
か
っ
た
。
私
も
、
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
の
よ
う
な
粘
り
腰
で
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
き
た
い
、
ま
だ
六
分
咲
き
の
八
重
桜

の
思
い
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
２
０
２
０
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
大
震
災
か
ら
立
派
に
復
興
し
て
元
気
に

な
っ
た
日
本
の
姿
を
世
界
に
発
信
し
た
い
。
今

日
一
日
、
皆
様
と
共
に
、
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
後
半
国
会
、
気
を
引
き
締
め
て
乗

り
切
っ
て
い
き
た
い
。予
算
も
成
立
し
ま
し
た
。

こ
の
予
算
を
早
く
全
国
津
々
浦
々
に
お
届
け
す

る
こ
と
も
、
私
た
ち
の
仕
事
。
今
日
の
桜
の
よ

う
に
、
日
本
中
の
桜
に
花
が
咲
く
、
日
本
に
花

が
咲
き
誇
る
日
本
を
創
っ
て
い
く
た
め
に
、
皆

さ
ん
と
共
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。」

■
春
の
叙
勲

平
成
28
年
度
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
黄
瀬
稔

（
松
坂
地
区
木
材
協
同
組
合
理
事
長
・
三
重
県

木
連
会
長
）が
旭
日
小
綬
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
木
材
サ
ミ
ッ
ト　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
関

連
情
報
交
換
会

平
成
28
年
02
月
04
日
（
木
）
に
木
材
サ
ミ
ッ

ト
主
催
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
関
連
情
報
交
換
会
が
、
江
東

区
新
木
場
の
新
木
場
タ
ワ
ー
ビ
ル
大
会
議
室
で

開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
、
木
材
サ
ミ
ッ
ト
連

絡
会
会
員
等
２
２
０
名
で
、
う
ち
約
10
名
が
市

場
関
係
者
と
関
係
者
の
関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ

た
。
情
報
提
供
者
と
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
と
お
り
。

（
１
）（
一
社
）
日
本
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
協
会　

熊
崎　

実　

会
長

「
Ｆ
Ｉ
Ｔ
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
現
状
と

今
後
」

ア　

ド
イ
ツ
の
バ
イ
オ
マ
ス
Ｆ
Ｉ
Ｔ
：
15
年
の

軌
跡

イ　

今
後
は
分
散
型
熱
電
併
給
が
主
流
に
な
る

ウ　

コ
ス
ト
削
減
の
か
な
め
：
カ
ス
ケ
ー
ド
利 （会場風景）

（安倍総理）
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協
会
連
合
会

イ　

廃
木
材
取
扱
量
・
出
荷
量

ウ　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
事
業
者
認
定
・
出
荷
量

エ　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
認
定
に
係
る
今
後
の
対
応

■　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
用
い
た
建
築
物

一
般
的
な
設
計
法
等
の
制
定

１
．
国
土
交
通
省
で
は
、
平
成
28
年
３
月
31
日

（
木
）
及
び
４
月
１
日
（
金
）、Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
※
１
）

を
用
い
た
建
築
物
の
一
般
的
な
設
計
法
等
に
関

し
て
、
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
告
示
を
公
布
・

施
行
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
構
造
部

材
と
し
て
用
い
る
た
め
に
は
、
建
築
物
ご
と
に

精
緻
な
構
造
計
算
を
行
い
、
大
臣
認
定
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
し
た
が
、
今
後
は
、
告
示
に

基
づ
く
構
造
計
算
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
大

臣
認
定
※
２
を
個
別
に
受
け
る
こ
と
な
く
、
建

築
確
認
に
よ
り
建
築
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

（
※
１　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
と
は
、

ひ
き
板
又
は
小
角
材
を
そ
の
繊
維
方
向
を
互
い

に
ほ
ぼ
平
行
に
し
て
幅
方
向
に
並
べ
又
は
接
着

し
た
も
の
を
、
主
と
し
て
そ
の
繊
維
方
向
を
互

い
に
ほ
ぼ
直
角
に
し
て
積
層
接
着
し
３
層
以
上

の
構
造
を
持
た
せ
た
一
般
材
の
こ
と
。
※
２
建

築
基
準
法
第
20
条
第
１
項
第
一
号
に
基
づ
く
大

臣
認
定
。）

２
．
主
な
告
示
の
制
定
・
改
正
の
内
容

（
1
）
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
用
い
た
建
築
物
の
一
般
設
計

法

建
築
物
の
規
模
に
応
じ
た
構
造
計
算
及
び
そ
れ

に
応
じ
た
壁
、
床
又
は
屋
根
の
仕
様
等
を
定
め

た
。
本
告
示
に
基
づ
く
構
造
計
算
等
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
大
臣
認
定
を
個
別
に
受
け
る
こ
と

な
く
、建
築
確
認
に
よ
り
建
築
が
可
能
と
な
る
。

（
２
）
Ｃ
Ｌ
Ｔ
材
料
の
品
質
及
び
強
度

Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
建
築
物
の
構
造
材
料
と
し
て
一
般
化

す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
品
質
を
確
保
す
る

た
め
、
日
本
農
林
規
格
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
）
に
適
合
す

る
も
の
等
を
使
用
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
と

と
も
に
、
構
造
計
算
の
際
に
用
い
る
材
料
の
強

度
を
定
め
た
。

（
３
）
Ｃ
Ｌ
Ｔ
部
材
等
の
燃
え
し
ろ
設
計

Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
外
側
の
層
（
燃
え
し
ろ
層
）
の
焼

失
後
に
残
っ
た
部
分
を
対
象
と
し
た
構
造
計
算

に
よ
り
、
火
災
時
に
準
耐
火
構
造
に
要
求
さ
れ

る
構
造
安
全
性
を
確
か
め
る
設
計
方
法
を
定
め

た
。
建
築
基
準
法
で
は
、
建
築
物
の
立
地
、
規

模
、
用
途
に
応
じ
て
、
準
耐
火
構
造
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
本
告
示

に
基
づ
く
部
材
を
用
い
て
構
造
計
算
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
３
階
建
て
以
下
の
建
築
物
で
準
耐

火
構
造
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
（
準
防

火
地
域
内
の
共
同
住
宅
、
事
務
所
な
ど
）
に
つ

い
て
も
、
防
火
被
覆
無
し
で
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
を
用
い

た
部
材
を
壁
、
床
又
は
屋
根
に
用
い
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

■
記
事
の
訂
正　

全
市
連
時
報
平
成
28
年
３
月

号
２
面
１
段
目
及
び
同
３
段
目
に
「
消
費
・
安

全
局
長
賞
」
と
あ
り
ま
す
が
、「
食
料
産
業
局

長
賞
」
の
誤
り
で
す
。
ま
た
、
同
平
成
28
年
４

月
号
４
面
４
段
目
右
か
ら
４
行
目
「
京
都
義
議

定
書
」
は
「
京
都
議
定
書
」
の
誤
り
で
す
。
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
と
現
代

中
東
で
の
Ｉ
Ｓ
と
周
辺
国
等
と
の
激

し
い
戦
闘
、
多
く
の
人
命
を
含
む
戦

争
被
害
や
貴
重
な
歴
史
遺
産
の
深
刻

な
破
壊
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
じ
ら
れ
て

い
る
。
イ
ラ
ク
の
状
況
は
、
日
本
の

石
油
価
格
に
も
響
い
て
く
る
。
と
は

い
え
、
中
東
と
日
本
と
の
関
連
は
今
に
始
ま
っ

た
こ
と
で
は
な
い
。
ピ
ン
と
こ
な
い
方
が
多
い

と
思
う
が
、
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
は
、
現

代
の
我
々
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

我
々
が
当
た
り
前
に
使
っ
て
い
る
７
曜
日（
月
、

火
、
水
、
木
、
金
、
土
、
日
）
の
概
念
は
古
代

バ
ビ
ロ
ニ
ア
（
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
南
部
）
で
生
ま

れ
、
紀
元
前
１
世
紀
頃
の
ギ
リ
シ
ア
・
エ
ジ
プ

ト
で
完
成
し
、７
曜
、ラ
ッ
キ
ー
セ
ブ
ン
の「
７
」

は
、
当
時
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
お
け
る
聖
な
る

数
字
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。曜
日
に
つ
い
て
は
、

当
時
の
太
陽
系
モ
デ
ル
の
月
・
水
星
・
金
星
・

太
陽
・
火
星
・
木
星
・
土
星
に
ち
な
ん
で
の
こ

と
。
更
に
、
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
講
師
の
早

稲
田
大
学
森
川
靖
名
誉
教
授
の
講
義
の
趣
旨
を

引
用
す
れ
ば
、「
ウ
ル
ク
（
シ
ュ
メ
ー
ル
の
都

市
国
家
）
の
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
王
が
野
人
エ
ン
キ

ド
と
共
に
、
森
の
神
フ
ン
バ
バ
を
殺
し
、
レ
バ

ノ
ン
杉
（
当
時
国
際
的
な
取
引
も
行
わ
れ
た
優

良
建
築
材
）
を
手
に
入
れ
る
と
い
う
ギ
ル
ガ
メ

シ
ュ
叙
事
詩
。「
文
明
の
前
に
森
林
が
あ
り
、

文
明
の
後
に
砂
漠
が
残
る
。」
と
い
う
19
世
紀

フ
ラ
ン
ス
の
政
治
家
・
作
家
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア

ン
の
言
葉
ど
お
り
、
現
代
の
環
境
問
題
（
資
源

利
用
と
環
境
破
壊
等
）
が
、
4
、６
０
０
年
前

か
ら
既
に
提
起
さ
れ
て
い
た
」
と
の
こ
と
。
現

代
文
明
が
、
い
か
に
古
代
か
ら
の
文
化
の
蓄
積

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
か
、
し
み
じ
み
思
う

こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

雑 記 帳

ア　

日
合
連
と
は

イ　

針
葉
樹
・
広
葉
樹
別
国
産
合
板
生
産
量

ウ　

国
産
合
板
生
産
用
丸
太
消
費
量

エ　

と
こ
と
ん
使
う
木
質
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

オ　

未
利
用
間
伐
材
等
に
つ
い
て

カ　

国
産
材
原
木
の
持
続
的
、
安
定
的
確
保
の

た
め
の
要
望
書

（
５
）
日
本
繊
維
板
工
業
会

　

瀧
川
充
朗　

専
務
理
事

「
木
質
ボ
ー
ド
工
業
の
現
状
と
Ｆ
Ｉ
Ｔ
・
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
」

ア　

現
状

・
木
質
ボ
ー
ド
の
種
類
と
分
類
・
製
造
工
程

・
会
員
会
社
・
原
料
使
用
量
、
販
売
量
、
使
用

割
合
推
移
・
木
材
の
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用

イ　

動
向
・
建
築
廃
材
調
達
動
向
・
行
政
動
向

ウ　

ま
と
め

・
既
存
産
業
の
立
場

・
Ｆ
Ｉ
Ｔ
全
般

（
６
）
全
国
木
材
チ
ッ
プ
工
業
連
合
会

　

後
藤
武
夫　

相
談
役

「
我
が
国
木
材
チ
ッ
プ
産
業
の
現
状
と
バ
イ
オ

マ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
」

ア　

森
林
資
源
と
木
材
需
給
・
現
況
調
査
・
計

画
と
実
績
・
木
材
需
給
の
推
移

イ　

チ
ッ
プ
産
業
の
推
移
・
工
場
数
・
従
業

者
・
原
料
区
分
別
木
材
チ
ッ
プ
生
産
量
の
推

移
・
パ
ル
プ
材
価
格
・
チ
ッ
プ
価
格
の
推
移

ウ　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取

制
度

エ　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
発
電
計
画
の
概
要

（
７
）
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
全
国
木
材
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
協
会
連
合
会　

澤
地
義
雄
専
務
理
事

「
木
質
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
業
界
の
現
状
と
Ｆ
Ｉ

Ｔ
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
」

ア　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
全
国
木
材
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

（会場の様子 １）

（会場の様子 ２）


